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調査報告１ 　
財
務
省
の
財
務
総
合
政
策
研
究
所
が
六
月

二
九
日
発
表
し
た
「
団
塊
世
代
の
退
職
と
日

本
経
済
に
関
す
る
研
究
会
」
報
告
書
に
よ
る

と
、
団
塊
世
代
が
現
行
の
定
年
制
で
退
職
し

た
場
合
、
二
〇
一
〇
年
度
に
は
、
労
働
力
人

口
が
一
三
〇
万
人
、
実
質
国
内
総
生
産
（
Ｇ

Ｄ
Ｐ
）
は
約
一
六
兆
円
減
少
す
る
と
試
算
し

て
い
る
。
退
職
に
よ
る
マ
イ
ナ
ス
面
と
し
て
、

①
企
業
年
金
の
負
担
増
②
団
塊
層
の
多
い
首

都
圏
の
急
速
な
高
齢
化
③
賃
貸
オ
フ
ィ
ス
市

場
の
悪
化
④
家
計
貯
蓄
率
の
低
下
な
ど
を
予

測
し
て
い
る
。
一
方
、
①
雇
用
過
剰
感
の
解

消
②
人
件
費
軽
減
③
時
間
消
費
型
消
費
の
拡

大
な
ど
プ
ラ
ス
の
影
響
も
指
摘
。
意
欲
と
能

力
の
あ
る
高
齢
者
が
働
き
続
け
る
こ
と
の
で

き
る
環
境
を
整
備
し
、
高
齢
者
雇
用
の
促
進

策
が
重
要
で
あ
る
と
提
言
し
て
い
る
。 

 

「
団
塊
世
代
」
（
一
九
四
七
〜
一
九
四
九

生
ま
れ
）
は
現
在
五
〇
歳
代
半
ば
。
こ
の
世

代
の
人
口
は
約
七
〇
〇
万
人
で
、
総
人
口
の

五
・
四
％
を
占
め
る
。
他
の
世
代
よ
り
も
二

〜
五
割
も
多
い
。
「
団
塊
世
代
」
の
多
く
が

定
年
退
職
を
迎
え
る
の
が
二
〇
〇
七
年
。
財

務
総
研
で
は
、
こ
う
し
た
〇
七
年
以
降
数
年

間
の
変
化
に
注
目
し
、
「
団
塊
世
代
の
退
職

と
日
本
経
済
に
関
す
る
研
究
会
」
（
座
長
＝

樋
口
美
雄:

慶
應
義
塾
大
学
教
授
）
を
設
け
、

研
究
を
進
め
て
き
た
。 

  

マ
ク
ロ
経
済
へ
の
影
響 

 

報
告
書
に
よ
る
と
、
団
塊
世
代
が
引
退
す

る
こ
と
の
経
済
的
な
影
響
は
大
き
く
、
「
標

準
ケ
ー
ス
」
（
五
年
前
の
世
代
と
同
ペ
ー
ス

で
引
退
と
想
定
）
と
「
就
業
維
持
ケ
ー
ス
」

（
六
〇
歳
超
で
も
現
在
の
五
五
〜
五
九
歳
の

労
働
力
率
と
想
定
）
を
比
較
す
る
と
、
二
〇

一
〇
年
度
の
労
働
力
人
口
は
一
三
〇
万
九
〇

〇
〇
人
、
雇
用
者
数
は
一
〇
九
万
三
〇
〇
〇

人
減
少
し
、
雇
用
者
報
酬
も
七
兆
三
〇
〇
〇

億
円
減
少
。
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
も
一
五
兆
九
〇
〇

〇
億
円
減
少
す
る
と
試
算
し
て
い
る
。
「
中

期
予
測
ケ
ー
ス
」
（
今
後
の
経
済
・
年
金
政

策
改
革
を
織
り
込
ん
だ
形
で
の
労
働
力
率
）

で
は
、
団
塊
世
代
の
引
退
を
あ
る
程
度
抑
制

す
る
こ
と
で
そ
の
影
響
を
抑
え
ら
れ
る
が
、

そ
れ
で
も
「
就
業
維
持
ケ
ー
ス
」
と
比
べ
る

と
経
済
活
動
や
、
財
政
・
社
会
保
障
収
支
を

悪
化
さ
せ
る
効
果
が
大
き
い
と
予
測
し
て
い

る
（
表
１
、
２
）
。 

 

研
究
会
メ
ン
バ
ー
の
八
代
尚
宏
日
本
経
済

セ
ン
タ
ー
理
事
長
は
、
「
マ
ク
ロ
経
済
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
高

齢
者
が
働
き
続
け
る
こ
と
は
重
要
」
と
し
、

高
齢
化
対
応
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
「
年
齢
や
性

に
中
立
的
な
雇
用
・
社
会
保
障
制
度
と
し
て
、

能
力
に
応
じ
て
雇
い
、
働
く
人
か
ら
は
税
・

社
会
保
険
料
を
取
り
、
職
種
別
賃
金
化
、
労

働
市
場
の
規
制
撤
廃
を
進
め
、
雇
用
差
別
に

は
厳
し
く
対
応
す
る
こ
と
が
必
要
だ
」
と
指

摘
し
て
い
る
。 

 

ま
た
、
報
告
書
で
は
、
団
塊
世
代
の
引
退

に
よ
る
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
と
し
て
、
企
業
に

と
っ
て
多
額
の
退
職
一
時
金
増
加
や
そ
の
後

の
企
業
年
金
の
負
担
増
、
労
働
者
の
減
少
に

よ
る
賃
貸
オ
フ
ィ
ス
の
需
給
悪
化
、
大
都
市

で
の
急
速
な
高
齢
化
、
家
計
貯
蓄
率
が
低
下

し
ゼ
ロ
ま
た
は
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て
し
ま
う

可
能
性
な
ど
を
あ
げ
て
い
る
。 

 

一
方
、
プ
ラ
ス
の
面
の
分
析
も
示
し
て
い

る
。
企
業
の
雇
用
過
剰
感
と
団
塊
の
次
の
世

代
の
昇
進
遅
滞
の
解
消
に
加
え
、
年
功
序
列

で
相
対
的
に
賃
金
の
高
い
団
塊
世
代
の
引
退

に
よ
り
企
業
の
賃
金
総
額
が
減
り
、
収
益
率

向
上
に
つ
な
が
る
と
指
摘
。
ま
た
、
団
塊
世

代
は
時
間
的
ゆ
と
り
が
あ
り
、
余
暇
を
有
効

に
使
お
う
と
い
う
志
向
が
強
い
た
め
、
国
内
・

海
外
旅
行
、
習
い
事
な
ど
の
消
費
が
拡
大
す

る
と
予
測
し
て
い
る
。 

  

労
働
市
場
へ
の
影
響  

 

報
告
書
は
、
団
塊
世
代
退
職
の
影
響
に
つ

い
て
、
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
・
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー

の
相
違
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。 

 

団
塊
世
代
は
、
学
校
を
卒
業
し
た
時
期
が

ち
ょ
う
ど
高
度
経
済
成
長
期
の
製
造
業
・
建

設
業
全
盛
期
に
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
多
く
が

こ
れ
ら
の
産
業
に
就
職
。
そ
の
後
、
転
職
を

通
じ
他
の
産
業
に
移
っ
て
い
っ
た
人
も
多
く

み
ら
れ
た
が
、
そ
れ
で
も
定
年
年
齢
間
近
い

現
在
で
も
、
こ
れ
ら
の
産
業
で
の
就
業
者
構

成
比
が
高
い
。
職
種
別
に
み
る
と
、
特
に
団

塊
世
代
で
「
技
能
工
、
製
造
・
建
設
作
業
者

及
び
労
務
作
業
者
」
の
割
合
が
高
く
、
し
か

も
就
職
し
て
か
ら
三
〇
年
以
上
が
経
っ
た
現

在
も
こ
の
状
態
が
続
い
て
い
る
。
ポ
ス
ト
団

塊
世
代
の
就
職
時
は
、
大
手
製
造
業
が
採
用

を
大
き
く
抑
制
。
そ
の
影
響
は
と
く
に
技
能

工
等
に
強
く
あ
ら
わ
れ
、
そ
の
後
の
世
代
で

は
、
技
能
工
と
し
て
働
い
て
い
る
人
の
数
は

急
減
す
る
。
そ
の
た
め
、
団
塊
世
代
が
退
職

し
た
場
合
、
技
能
継
承
が
難
し
く
な
る
こ
と

か
ら
、
技
能
工
等
は
六
〇
歳
を
過
ぎ
て
も
、

定
年
延
長
や
再
雇
用
な
ど
に
よ
り
、
雇
用
が

確
保
さ
れ
る
余
地
は
大
き
い
と
し
て
い
る
。  

 

こ
れ
に
対
し
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
で
は
、

団
塊
世
代
で
は
そ
の
後
の
世
代
に
比
べ
、
専
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就
労
継
続
の
希
望
強
い
が
雇
用
不
安
も 

東
京
都
「
団
塊
の
世
代
の
活
用
に
つ
い
て
の
調
査
報
告
書
」 

調査報告2 門
的
職
業
従
事
者
が
少
な
く
、
事
務
従
事
者

が
多
い
。
団
塊
世
代
が
入
社
し
教
育
訓
練
を

受
け
た
時
期
が
、
日
本
企
業
に
と
っ
て
拡
大

成
長
期
に
あ
た
り
、
多
分
野
を
こ
な
せ
る
ゼ

ネ
ラ
リ
ス
ト
的
人
材
の
育
成
に
力
が
注
が
れ

た
た
め
だ
。
反
面
、
こ
れ
は
個
々
人
の
専
門

性
や
キ
ャ
リ
ア
を
意
識
し
た
能
力
開
発
・
人

材
活
用
が
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
を
意

味
し
、
そ
れ
が
団
塊
世
代
の
今
後
の
雇
用
継

続
を
難
し
く
し
て
い
る
。 

 

大
卒
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
は
、
そ
の
後
の
世

代
で
大
学
進
学
率
が
上
昇
。
そ
の
多
く
が
事

務
従
事
者
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
っ
た
た
め
、

現
在
も
こ
の
種
の
仕
事
に
従
事
し
て
い
る
者

が
多
く
、
団
塊
世
代
が
退
職
し
て
も
、
雇
用

過
剰
感
の
強
い
状
態
が
続
く
と
予
想
し
て
い

る
。  

 

報
告
書
は
、
現
在
の
日
本
企
業
に
お
け
る

主
流
は
「
六
〇
歳
定
年
＋
α
方
式
」
で
、
企

業
、
労
働
者
双
方
に
と
っ
て
現
実
的
な
手
法

で
あ
り
、
団
塊
世
代
の
大
量
定
年
退
職
者
の

雇
用
確
保
に
は
こ
の
方
式
を
発
展
さ
せ
て
い

く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
提
言
し
て
い
る
。 

　
東
京
都
の
団
塊
の
世
代
は
、
今
後
も
仕
事

を
続
け
て
い
き
た
い
希
望
を
も
ち
な
が
ら
も
、

リ
ス
ト
ラ
な
ど
の
雇
用
不
安
を
抱
え
て
い
る

―
。
東
京
都
産
業
労
働
局
は
「
団
塊
の
世
代

の
活
用
に
つ
い
て
の
調
査
報
告
書
」
と
題
す

る
調
査
資
料
を
六
月
に
発
表
し
た
。
報
告
書

で
は
、
東
京
都
に
在
住
す
る
五
○
代
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
集
約
。
都
内
に
住
む
六

三
万
の
団
塊
の
世
代
が
、
引
退
後
に
様
々
な

青
写
真
を
描
い
て
い
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
と

な
っ
た
。
調
査
は
、
二
○
○
三
年
一
○
月
〜

一
二
月
に
実
施
。
一
○
月
一
日
現
在
で
都
内

に
在
住
す
る
五
○
代
を
対
象
と
し
た
。
調
査

対
象
世
帯
数
は
、
一
○
○
○
○
世
帯
で
、
回

収
し
た
三
二
二
六
票
を
集
計
し
た
。 

 

な
お
、
本
調
査
で
は
、
五
○
代
を
「
プ
レ

団
塊
の
世
代
」（
一
九
四
四
年
〜
四
六
年
生
）、

「
団
塊
の
世
代
」（
一
九
四
七
年
〜
四
九
年
）、

「
ポ
ス
ト
団
塊
の
世
代
」（
一
九
五
○
年
〜
五

四
年
）
の
三
つ
に
分
け
、
世
代
間
の
相
違
も

分
析
し
て
い
る
。 

   

活
力

あ
る
東
京
の
五
○
代 
 

団
塊
の
世
代
を
中
心
と
す
る
五
○
代
は
、

高
齢
化
に
伴
い
体
力

が
衰
え
、
他
者
に
依

存
し
て
生
活
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
マ
イ

ナ
ス
面
が
指
摘
さ
れ

る
。
し
か
し
、
団
塊

の
世
代
で
、「
極
め

て
健
康
」
と
回
答
し

た
割
合
は
、
男
性
一

九
・
六
％
、
女
性
一

七
・
○
％
、「
ま
あ

健
康
」
は
男
性
六
九
・

一
％
、
女
性
六
九
・

八
％
で
、
男
女
と
も
九
割
弱
の
人
が
、
健
康

に
自
信
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
た
。 

 

ま
た
、
「
会
社
の
肩
書
き
が
な
く
て
も
寂

し
く
感
じ
な
い
」
と
回
答
し
た
割
合
は
、
男

性
で
四
九
・
六
％
、
女
性
で
は
四
四
・
七
％

と
、
団
塊
の
世
代
の
半
数
近
く
は
、
会
社
組

織
を
離
れ
て
も
寂
し
さ
を
感
じ
て
い
な
い
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
「
仕
事
以
外
の
友
人
・
知

人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
る
」
は
男
性
三
四
・

○
％
、
女
性
四
二
・
六
％
、
「
没
頭
で
き
る

趣
味
が
あ
る
」
は
男
性
四
四
・
四
％
、
女
性

四
二
・
六
％
で
、
仕
事
以
外
の
友
人
を
持
っ

て
い
る
人
、
没
頭
で
き
る
趣
味
が
あ
る
人
が

四
割
近
く
い
て
、
仕
事
以
外
の
顔
が
あ
る
こ

と
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。 

   

五
年
後

も
働
き
た
い
団
塊
の
世
代 

 

「
五
年
後
も
働
い
て
い
た
い
」
と
回
答
し

た
割
合
は
、
団
塊
の
世
代
（
男
性
で
八
三
・

七
％
、
女
性
は
六
五
・
三
％
）
、
プ
レ
団
塊

の
世
代
（
男
性
で
七
八
・
三
％
、
女
性
は
五

七
・
三
％
）
、
ポ
ス
ト
団
塊
の
世
代
（
男
性

八
○
・
八
％
、
女
性
六
七
・
二
％
）
と
、
五

○
歳
代
の
多
く
が
将
来
も
仕
事
を
続
け
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
た
。 

　
仕
事
を
続
け
た
い
五
○
代
に
、
い
つ
引
退

す
る
の
か
も
尋
ね
た
。
そ
の
結
果
、
「
五
○

歳
代
で
引
退
す
る
つ
も
り
」
と
回
答
し
た
割

合
が
最
も
高
か
っ
た
の
は
大
企
業
正
社
員
（
三
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四
・
二
％
）
。
逆
に
「
七
○
〜
七
四
歳
で
引

退
す
る
つ
も
り
」
と
回
答
し
た
割
合
が
最
も

高
か
っ
た
の
は
中
小
企
業
正
社
員
（
二
八
・

○
％
）
だ
。
大
企
業
の
正
社
員
は
早
め
に
引

退
し
、
中
小
企
業
正
社
員
は
高
齢
ま
で
働
き

続
け
る
傾
向
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。
こ
の

点
に
つ
い
て
報
告
書
で
は
、
「
大
企
業
ほ
ど

労
働
条
件
が
よ
く
、
貯
金
が
多
く
、
年
金
が

充
実
し
て
い
る
た
め
、
早
く
引
退
で
き
る
が
、

零
細
企
業
ほ
ど
、
貯
金
が
少
な
く
、
年
金
が

低
い
た
め
、
働
き
続
け
る
必
要
が
あ
る
と
い

う
消
極
的
な
理
由
で
あ
ろ
う
」
と
分
析
し
て

い
る
。 

  

雇
用
不
安

を
抱
え
る
五
○
代 

 

団
塊
の
世
代
を
中
心
と
す
る
五
○
代
は
、

雇
用
不
安
を
感
じ
て
い
る
人
が
目
立
つ
。
定

年
を
待
た
ず
に
辞
め
さ
せ
ら
れ
る
可
能
性
に

つ
い
て
、
「
大
い
に
あ
る
」（
男
性
一
三
・
○

％
、
女
性
一
○
・
九
％
）、「
や
や
あ
る
」（
男

性
一
一
・
七
％
、
女
性
一
一
・
○
％
）
と
、

男
性
で
は
四
人
に
一
人
（
二
四
・
七
％
）、女

性
で
は
五
人
に
一
人
（
二
一
・
九
％
）
が
将

来
の
雇
用
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
と
な
っ
た
。
企
業
規
模
別
に
み
る
と
、

定
年
を
待
た
ず
に
辞
め
さ
せ
ら
れ
る
可
能
性

が
「
大
い
に
あ
る
」
と
回
答
し
た
割
合
は
、

大
企
業
管
理
職
・
役
員
（
一
六
・
三
％
）
と
、

大
企
業
正
社
員
（
一
五
・
四
％
）
で
高
く
、

「
や
や
あ
る
」
は
、
大
企
業
管
理
職
・
役
員

（
一
八
・
七
％
）
と
中
小
企
業
正
社
員
（
一

四
・
七
％
）
で
高
か
っ
た
。
中
小
企
業
は
雇

用
不
安
が
強
い
と
考
え
ら
れ
が
ち
だ
が
、
本

社
機
能
が
集
中
す
る
東
京
で
は
、
大
企
業
ほ

ど
雇
用
不
安
が
強
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
。 

   

引
退
後

の
青
写
真 

 

引
退
後
の
収
入
計
画
に
つ
い
て
は
、
「
年

金
で
暮
ら
す
」（
男
性
八
五
・
○
％
、
女
性
七

六
・
○
％
）
が
男
女
と
も
最
も
高
く
、「
退
職

ま
で
の
預
貯
金
を
少
し
ず
つ
使
っ
て
暮
ら
す
」

（
男
性
三
八
・
三
％
、
女
性
三
四
・
○
％
）

が
続
い
た
。
ま
た
、
「
収
入
が
し
ば
ら
く
な

く
て
も
食
べ
て
い
け
る
だ
け
の
貯
蓄
・
資
産

が
あ
る
」
と
回
答
し
た
割
合
は
男
性
二
二
・

五
％
、
女
性
二
三
・
○
％
で
、
在
職
中
に
十

分
な
貯
蓄
を
し
て
い
る
団
塊
の
世
代
像
が
浮

か
び
あ
が
っ
て
き
た
。
引
退
後
に
「
ふ
る
さ

と
に
帰
る
」
予
定
の
人
は
男
性
一
・
三
％
、

女
性
一
・
四
％
で
、
「
都
会
を
離
れ
、
地
方

で
の
生
活（
海
・
山
等
）」
は
、
男
女
と
も
二
・

三
％
と
な
っ
た
。
「
東
京
脱
出
」
を
考
え
て

い
る
団
塊
の
世
代
は
極
め
て
少
な
く
、
引
き

続
き
東
京
に
留
ま
り
、
生
活
を
続
け
て
い
く

人
が
多
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。 

 

団
塊
の
世
代
は
、
引
退
後
の
様
々
な
プ
ラ

ン
を
考
え
て
い
る
。
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ

Ｐ
Ｏ
活
動
に
つ
い
て
「
是
非
や
り
た
い
」
と

回
答
し
た
男
性
は
一
○
・
二
％
、
女
性
で
は

一
一
・
五
％
、
「
少
し
や
り
た
い
」
は
男
性

二
九
・
○
％
、
女
性
三
二
・
七
％
だ
。
男
女

と
も
四
割
近
く
が
将
来
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ

Ｐ
Ｏ
活
動
に
参
加
す
る
意
思
が
あ
っ
た
。
ま

た
生
涯
学
習
機
関
で
勉
強
す
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
「
是
非
や
り
た
い
」（
男
性
六
・
六
％
、

女
性
一
三
・
五
％
）
と
「
少
し
や
り
た
い
」

（
男
性
二
二
・
四
％
、
女
性
三
二
・
三
％
）

の
回
答
を
合
計
す
る
と
、
五
○
代
女
性
の
二

人
に
一
人
（
四
五
・
八
％
）
は
生
涯
学
習
に

強
い
意
欲
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え

る
。 

   

シ
ル
バ
ー
ベ
ン
チ
ャ
ー 

 

団
塊
の
世
代
に
は
起
業
を
希
望
す
る
人
も

い
る
。
社
員
を
雇
っ
て
新
た
に
事
業
を
始
め

る
こ
と
に
つ
い
て
、
「
是
非
や
り
た
い
」
（
男

性
五
・
六
％
、
女
性
一
・
八
％
）
、
「
少
し

や
り
た
い
」
（
男
性
一
○
・
一
％
、
女
性
四
・

二
％
）
と
、
五
○
歳
代
の
男
性
の
六
人
に
一

人
（
一
五
・
七
％
）
が
シ
ル
バ
ー
ベ
ン
チ
ャ

ー
を
考
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、

人
を
雇
わ
ず
個
人
で
事
業
を
始
め
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
「
是
非
や
り
た
い
」
（
男
性
八
・

三
％
、
女
性
二
・
七
％
）
、
「
少
し
や
り
た

い
」
（
男
性
一
六
・
一
％
、
女
性
一
○
・
二

％
）
と
、
五
○
歳
代
男
性
の
四
人
に
一
人
（
二

四
・
四
％
）
が
独
立
自
営
を
考
え
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
東
京
の
団
塊
の
世

代
（
六
三
万
）
に
は
、
創
業
予
備
軍
が
相
当

数
い
る
と
推
測
で
き
る
。 

   

五

Ｈ
一
Ｃ
産
業
に
高
い
関
心 

 

今
後
支
出
が
増
え
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

「
安
全
・
健
康
食
品
の
購
入
」
（
男
性
一
五
・

三
％
、
女
性
一
八
・
○
％
）
、
「
住
宅
改
装

や
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
・
イ
ン
テ
リ
ア
」
（
男
性

三
○
・
六
％
、
女
性
三
五
・
九
％
）
、
「
国

内
旅
行
・
海
外
旅
行
」
（
男
性
四
六
・
七
％
、

女
性
五
二
・
九
％
）
、
「
子
供
や
孫
へ
の
支

出
」
（
男
性
三
三
・
九
％
、
女
性
三
一
・
○

％
）
、
「
趣
味
、
稽
古
事
」
（
男
性
一
九
・

一
％
、
女
性
二
一
・
一
％
）
、
「
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」
（
男
性
二
○
・

七
％
、
女
性
一
二
・
○
％
）
の
回
答
割
合
が

高
か
っ
た
。
東
京
に
住
み
続
け
る
団
塊
の
世

代
は
、
健
康
維
持
（H

ealth

）
、
快
適
居
住

（H
ousing

）
、
観
光
旅
行
（H

oliday

）
、

家
族
再
発
見
（H

om
e

）
、
趣
味
・
稽
古
事

（H
obby

）
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

（C
om
m
unication

）
の
五
Ｈ
一
Ｃ
産
業
の

消
費
層
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。 

 

東
京
の
労
働
力
人
口
は
、
二
○
二
○
年
の

八
○
○
万
人
を
頂
点
に
減
少
傾
向
に
転
じ
る
。

今
後
、
東
京
に
住
み
続
け
る
団
塊
の
世
代
は
、

東
京
再
生
の
貴
重
な
人
的
資
源
と
な
る
可
能

性
を
秘
め
て
い
る
、
と
報
告
書
は
指
摘
し
て

い
る
。 
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特集―迫りくる「リタイアメント・バブル」 

ア
ク
テ
ィ
ブ
な
団
塊
女
性
、元
気
の
な
い
団
塊
男
性 

シ
ニ
ア
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
生
活
実
態
調
査 

調査報告3　
団
塊
の
女
性
は
団
塊
男
性
や
他
世
代
の
女

性
よ
り
も
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
で
自
立
的
な
暮
ら

し
」
を
志
向
し
て
い
る
一
方
、
団
塊
男
性
は

他
世
代
よ
り
も
元
気
の
な
い
こ
と
が
シ
ニ
ア
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
全
国
組
織
で
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
ニ
ッ
ポ
ン
・
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
イ
フ
・
ク

ラ
ブ
（
Ｎ
Ａ
Ｌ
Ｃ
＝
ナ
ル
ク
・
会
員
約
一
万

五
〇
〇
〇
人
）
が
実
施
し
た
生
活
実
態
調
査

で
わ
か
っ
た
。
調
査
は
、
団
塊
の
世
代
を
中

心
と
す
る
定
年
前
の
世
代
（
定
年
ビ
フ
ォ
ア

世
代
）
と
定
年
を
終
え
た
世
代
（
定
年
ア
フ

タ
ー
世
代
）
の
不
安
・
不
満
、
ま
た
定
年
以

降
の
消
費
行
動
や
生
活
意
識
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
、
今
年
一
月
か
ら
二
月
に
か
け
て
全

国
の
会
員
に
四
一
一
七
の
調
査
票
を
配
布
し
、

有
効
回
答
三
〇
〇
〇
票
を
集
計
し
た
も
の
。 

  
　
二
割
が
住
み
替
え
を
検
討 

　
団
塊
の
世
代
の
定
年
後
に
希
望
す
る
暮
ら

し
方
は
、
「
夫
婦
二
人
で
旅
行
や
遊
び
に
出

か
け
る
」（
五
二
％
）、「
食
事
や
運
動
な
ど
積

極
的
な
健
康
づ
く
り
」（
四
六
％
）、「
旅
行
に

行
く
」（
四
六
％
）、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

参
加
す
る
」（
三
二
％
）、「
趣
味
に
没
頭
す
る
」

（
三
〇
％
）
が
上
位
で
、
他
世
代
に
比
べ
て

大
き
な
違
い
は
な
か
っ
た
。 

　
性
別
で
み
て
も
こ
の
順
位
に
大
き
な
差
は

な
い
が
、
団
塊
女
性
は
「
積
極
的
な
健
康
づ

く
り
」（
六
〇
・
二

％
）、「
旅
行
に
行

く
」（
四
七
・
〇
％
）、

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
参
加
す
る
」

（
三
八
・
六
％
）

で
、
団
塊
男
性
だ

け
で
な
く
、
他
世

代
の
女
性
よ
り
も

割
合
が
高
い
。
一

方
、
同
じ
項
目
の

団
塊
男
性
の
希
望

率
は
他
世
代
の
男

性
よ
り
も
低
い
。
か
と
い
っ
て
「
晴
耕
雨
読

の
生
活
」
や
「
趣
味
に
没
頭
す
る
」
生
活
を

志
向
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
「
趣
味
に

没
頭
」
を
望
む
団
塊
男
性
は
他
世
代
よ
り
五

ポ
イ
ン
ト
以
上
低
く
、
七
〇
代
男
性
と
同
程

度
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
調
査
は
、
「
元
気

が
な
い
？
」
団
塊
男
性
像
が
浮
き
彫
り
に
な

っ
た
と
し
て
い
る
。 

　
ま
た
、
「
田
舎
暮
ら
し
」
「
海
外
移
住
」

「
帰
郷
」
「
リ
ゾ
ー
ト
移
住
」
な
ど
、
転
居

を
と
も
な
う
暮
ら
し
を
志
向
し
て
い
る
割
合

は
、
順
位
と
し
て
は
低
い
も
の
の
、
単
純
合

計
す
る
と
こ
の
世
代
の
二
割
以
上
が
住
み
替

え
を
考
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
。 

  

　
七
割
が
退
職
後
も
働
き
つ
づ
け
た
い 

　
退
職
時
期
を
見
る
と
、
現
在
の
六
五
歳
以

上
で
は
、
ほ
と
ん
ど
が
六
〇
歳
で
定
年
を
迎

え
、
早
期
退
職
し
た
人
は
一
割
に
と
ど
ま
っ

て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
六
〇
歳
前
半
で

は
二
二
％
、
五
七
〜
五
九
歳
で
は
二
三
％
、

そ
し
て
団
塊
の
世
代
で
は
一
〇
％
が
早
期
退

職
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
現
在
六
〇
歳
前

半
が
現
役
だ
っ
た
一
〇
年
前
か
ら
早
期
退
職

が
増
加
し
て
い
る
と
分
析
し
て
い
る
。 

　
団
塊
の
世
代
よ
り
上
の
世
代
で
は
「
定
年

延
長
派
」
が
半
数
近
い
が
、
団
塊
の
世
代
以

降
で
は
三
人
に
一
人
に
減
り
、
「
現
状
の
六

〇
歳
程
度
が
望
ま
し
い
」
と
考
え
る
人
と
ほ

ぼ
同
じ
割
合
に
な
る
。 

　
と
は
い
え
、
団
塊
の
世
代
は
退
職
後
も
七

割
が
働
き
つ
づ
け
た
い
と
し
て
お
り
、
う
ち

「
六
五
歳
ま
で
は
働
き
た
い
・
働
き
つ
づ
け

て
欲
し
い
」
と
し
て
い
る
団
塊
男
女
は
三
人

に
一
人
に
の
ぼ
る
。 

　
一
方
、
団
塊
男
性
の
二
八
・
〇
％
が
定
年

退
職
後
は
「
働
き
た
く
な
い
」
と
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
「
働
ら
か
な
く
と
も
生
活
が
で
き

る
」
と
考
え
て
い
る
の
は
、
団
塊
の
前
の
世

代
（
五
七
〜
五
九
歳
）
よ
り
、
一
〇
ポ
イ
ン

ト
以
上
低
い
二
五
・
〇
％
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。 

  

　
四
分
の
三
が
年
金
引
き
下
げ
に
反
対 

　
団
塊
の
世
代
の
五
六
％
は
公
的
年
金
の
給

付
水
準
に
つ
い
て
「
現
在
の
給
付
水
準
を
維

持
す
る
の
が
よ
い
」
と
考
え
、
一
八
％
が
「
も

っ
と
上
げ
た
方
が
よ
い
」
と
す
る
な
ど
、
七

三
％
が
公
的
年
金
の
給
付
水
準
の
引
き
下
げ

に
反
対
だ
っ
た
。
た
だ
し
上
の
世
代
の
「
反

対
八
〇
％
」
よ
り
は
少
な
い
。 

　
水
準
引
き
下
げ
に
反
対
す
る
団
塊
の
世
代

の
う
ち
、
保
険
料
負
担
に
つ
い
て
、
「
現
状

の
一
三
・
五
八
％
を
維
持
し
て
欲
し
い
」
（
四

四
％
）
が
も
っ
と
も
多
く
、
「
一
五
％
程
度

ま
で
上
が
っ
て
も
よ
い
」
（
二
八
％
）
が
つ

づ
い
て
お
り
、
大
多
数
は
実
質
的
な
負
担
増

に
抵
抗
感
を
も
っ
て
い
る
。 

　
公
的
年
金
の
財
源
確
保
の
た
め
に
消
費
税

を
上
げ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
給
付
水
準
の
水

準
維
持
を
求
め
る
団
塊
の
世
代
は
、
「
消
費

税
率
が
上
が
る
の
は
仕
方
な
い
」
（
二
七
・

六
％
）
、
「
条
件
付
な
ら
あ
げ
て
も
良
い
」

（
二
五
・
七
％
）
と
答
え
る
な
ど
、
消
費
税

率
ア
ッ
プ
を
容
認
す
る
人
が
半
数
を
超
え
て

い
る
。
そ
の
税
率
に
つ
い
て
は
「
一
〇
％
程

度
ま
で
上
が
っ
て
も
よ
い
」
と
答
え
た
人
が

六
四
・
二
％
に
達
し
て
い
た
。 

(%)

夫婦二人で旅行や遊びに出かける 62.2
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60.2

62.7

団塊の世代同士夫婦の定年後に希望する暮らし方 
～団塊女性のアクティブライフ志向と団塊男性の「田舎暮らし」ギャップ　　 

食事や運動など積極的な健康づくり 

旅行に行く 

趣味に没頭する 

ボランティア活動に参加する 

地球活動や近所の集まりに参加する 

夫婦別々の楽しみを見つけて過ごす 

子どもや孫などの家族に囲まれて暮らす 

新しく勉強し直す 

住まいのリフォームや建て替えをする 

山村・農村などで田舎暮らしをする 

家族とは別に､自分のペースで過ごす 

海外に移住､または短期滞在する 

故郷・出身地に帰る 

リゾート地や別荘地に移住する 

便利な都心に移住する 

執筆活動する 

その他 

無回答 

まだ何も考えていない・特に何も考えていなかった 
男　性(n=111)

女　性(n=83)

晴耕雨読の生活 


